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｢ゆとりある福祉社会｣ 
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｢ゆとりある福祉社会｣ ｢ゆとりある福祉社会｣ ｢ゆとりある福祉社会｣ 

第42回通常総会を開催 第42回通常総会を開催 第42回通常総会を開催 第42回通常総会を開催 

　福岡県労福協は２００５年５月２０日 (金) 第４２回通常総会を全労

済モルティ天神ビルにおいて開催しました｡  

　会員構成員数５０名のうち４２名が出席し､ ２００４年度活動報告

並びに決算の承認､ ２００５年度活動方針､ 予算案等が満場一致で

決定されました｡  

　総会は舌間副会長の挨拶で開会し､ 議長に荒金英夫代議員 (連

合福岡) を選出して始まりました｡  

　山口会長は代表挨拶の中で ｢県労福協としては､ 職場､ 地域

の安心・安定・安全をめざして運動を進めています｡ こうした中で

今年度はスローガンに反する出来事が数多く発生しました｡ 台風､ 

水害､ 新潟中越地震､ ３月２０日まさかの発生だった 『福岡県西方

沖地震』､ 相次ぐ大事故など､ 安心､ 安全がおびやかされる歴史

的にも大変な年でした｡  

　また今年度は新たに三つの事業に取り組みました｡ 『クレ・サラ無料法律相談』 開設､ 勤労者の 『生涯生活設計サポート講

座』 の開講､ そしてグリーンコープ生協福岡・北九州の協力による 『ふくし情報でんわ』 の共同利用の開始です｡ さらに､ 新

たな提言として 『福岡県労福協のあり方検討委員会答申』 や九州ブロックにおける 『労働者福祉運動の強化と発展のため

に』 等がなされました｡ これらは今後どう実現するかが重要であり､ このことが私達の生活の安心・安定・安全を守ることだと

考えます｡ 会員皆様のご協力を得て運動を発展させたい｡｣ と述べました｡  

　その後､ 各界からのご来賓を代表して福岡県稗田副知事､ 福岡市三上市民局生活文化部課長､ 北九州市萩野産業学術振興

局課長､ 福退連碓田会長より､ 連帯と激励のご挨拶をいただきました｡ 最後に各方面からのメッセージ等が紹介され議事に入

りました｡  

　議事は､ ２００４年度の三つの新しい事業と ｢あり方検討委員会から

の答申｣ についての報告､ 会計・監査報告がなされました｡ ２００５年度

活動方針では､ 九州ブロック台での ｢福祉事業団体強化｣ ｢福祉ネット

ワーク強化発展｣ に向けての取り組み､ 地域労福協の運動充実に向

けての取り組み､ 運動に対する予算案､ 定款の一部変更に関する件

の提案がなされました｡ また役員について､ 会員組織の役員交代に

より４名の方が本総会での追認を求めました｡ 各議案については満場

一致で承認決定されました｡  

　第４２回通常総会は､ 中村副会長の閉会の辞をもって盛会裡のうち

に終了致しました｡ 

労福協､ 連合､ 福祉事業団体が連携をより強化し､ 

を作ろう 

な 安心・安定・安全 安心・安定・安全 

住宅ローン、フリーローン、 
教育ローン、カーライフローン、 
カードローン（マイプラン） 

安心のろうきんローン 
住宅ローン,   フリーローン,  
教育ローン,   カーライフローン, 
カードローン（マイプラン） 

●ホームページアドレス 

●ボーナスはろうきんへ 

九州労働金庫福岡県本部 
（092）714－7143

http://kyushu.rokin.or.jp/

安心のろうきんローン 家族と住まいに大きな安心。 
セット加入で頼れる保障。 

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済 
事業を営み、組合員の皆様の安心とゆとりある暮ら 
しをめざしています。すでに組合員は全国で1,390万人。 
出資金をお支払いいただいて各都道府県生協の 
組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。 

全国労働者共済生活協同組合連合会 

全労済福岡県本部 
ＴＥＬ 092－739－6100

（福岡県労働者共済生活協同組合） 

http:    www.zenrosai.or. jp// 
インターネットホームページアドレス 

保障のことなら 

宝泉寺温泉　季の郷「山の湯」 

〒879-4723 
大分県玖珠郡九重町宝泉寺温泉 

TEL（0973） 78 - 8111〈代表〉 FAX（0973） 78 - 9653 Ｈ　　Ｐ http://www.yamanoyu-k.jp/ 
Ｅメール info＠yamanoyu-k.jp

1泊2食 
消費税込・ 
入湯税150円別 

平 日  
休 日 前  

11,550円～ 
13,650円～ 

10,500円～ 
12,600円～ 

一般価格 会員価格 

湯上がりミニ缶ビールサービス 

※2名様以上1室利用料金です｡  
※1名様利用の場合は､ 別途ルームチ
ャージ料金（3,500円）が必要です｡ 
※プランの詳細は､ ご確認下さ
い｡   

ろうふく協ライフサポートカード｢割り引き契約施設｣追加のお知らせ 
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2005年7月1日 

★盗難共済金 

お問い合わせ先 お問い合わせ先 

役職名 

会　長 

副会長 

〃 

〃 

事務局長 

理　事 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

監　事 

〃 

氏　　名 

山口　正三 

中村　太良 

舌間　一成 

三好　友則 

伏下　隆一 

　田　幸一 

吉永　武志 

重枝　敏男 

村岡五十次 

西島　忠孝 

佐伯　　衛 

鎌田　　徹 

梅　　園枝 

小柳　啓二 

本田　賢治 

小森　幸雄 

塚本　浩三 

鬼塚　民生 

桑原　政義 

選出団体（役職名） 

連合福岡（会長） 

九州労働金庫福岡県本部（本部長） 

全労済福岡県本部（理事長） 

福岡県住宅生協（理事長代行） 

連合福岡（労福協専従） 

連合福岡（副事務局長） 

九州労働金庫福岡県本部（副本部長） 

全労済福岡県本部（専務理事） 

福岡県生協連（会長理事） 

北九州総合労働会館（専務理事） 

北九州地域労福協（事務局長） 

遠賀川地域労福協（事務局長） 

福岡地域労福協（事務局長） 

北筑後地域労福協（事務局長） 

南筑後地域労福協（事務局長） 

筑紫・甘朝地域労福協（事務局長） 

京築・田川地域労福協（事務局長） 

連合福岡（福教祖・書記長） 

九州労働金庫福岡県本部（業務推進課長） 

役 員 名 簿  役 員 名 簿  
２００５年５月２０日 

2005年度重点課題について  2005年度重点課題について  2005年度重点課題について  

※自然災害共済に加入していれば、盗難保障もあります。 

必ず警察へ通報して下さい 

通貨（1万円以上） 20万円または家財契約共済金額のいずれか低い額 
200万円または家財契約共済金額のいずれか低い額 預貯金証書  

通貨（1万円以上） 
預貯金証書  

台風により建物が一部壊 
（損害額120万円）の被害を受けた場合 

豪雨により床上浸水 
（床面積50％以上 ）35cm

地震により建物が全壊した場合 

460,000円 460,000円 のお支払い 
のお支払い 

最
高 のお支払い 

最
高 

最
高 

最
高 

1,410,000円 1,410,000円 
のお支払い 

のお支払い のお支払い 300,000円 300,000円 約 2,300,000円 2,300,000円 約 

2,000,000円 2,000,000円 8,000,000円 8,000,000円 

「火災共済」に「自然災害共済」をプラスして台風・地震・盗難に 
 備えましょう!!

■お支払い例  ■お支払い例  

台 風 台 風 

火災共済のみの加入の場合 
火災共済／建物250口、家財150口の加入 

火災共済のみの加入の場合 

地 震 地 震 

床上浸水 床上浸水 

火災共済　自然災害共済に加入の場合 火災共済　自然災害共済に加入の場合 

火災共済／建物250口、家財150口  
自然災害共済／建物250口、家財150口の加入 

　県労福協は、中央労福協重点対策課題プロジェクトの検討結果を実践に向け
て取り組みます。 
　さらに、前年度取り組みの課題と反省点を踏まえ、共助を基本に調査、研修
を深め的確な情報発信を行うと共に、連合、事業団体、労福協が協同して福祉
の役割、暮らしの安定、安心、安全を求め、展望ある社会実現のため以下の活
動を重点に据え取り組みます。 

Ⅰ.重点政策課題プロジェクト、検討結果の実践に向けて 
〔１〕福祉事業団体の基盤強化とライフセミナー、生活応援活動の取り組み 
〔２〕中小企業勤労者福祉サービスセンターの充実、再生に向けた取り組み 
〔３〕介護サポートの取り組み 
〔４〕ファミリー・サポート、子育て支援の取り組み 
〔５〕退職者、高齢者との連携と支援について 
 
Ⅱ.政策・制度要求実現に向けて 
〔１〕社会保障制度改善への対応について 
〔２〕勤労者福祉向上に向けた自治体要請の取り組みについて 
〔３〕政策課題について連合福岡議員懇との連携 
〔４〕食の安全確保と自然環境の保全について 
 
Ⅲ.活動の強化・充実に向けて 
〔１〕関係団体との連携・協力体制の強化について 
〔２〕三役会議・理事会をはじめ各種会議の機能的運営について 
〔３〕2005年県民健康増進事業と社会貢献活動の取り組みについて 
〔４〕福岡県労福協「あり方検討委員会」答申に対しての具体的取り組みについて 
 
Ⅳ.その他の取り組みについて 
〔１〕「税務相談ネットワーク」作りの取り組みについて 
〔２〕福岡県生協連と連携し「消費者基本法」の成立を受け、その実行性を確保する取り組みや

環境保全の取り組み 
〔３〕暮らしの安全運動として震災対策の救援ネットワーク作りについて 
〔４〕労働者福祉運動の次代を担うリーダー養成取り組み 

労福協山口会長より 
福岡県知事へ 

　県労福協は２００５年５月２３日県庁において､ 去る３月２０日に発生した ｢福岡県西方沖地震｣ で被災を
受けた県民に対し､ １００万円を義援金として被災地復興支援を目的に福岡県に贈りました｡ 山口会長
より ｢被災を受けた皆様にお見舞申し上げますと共に県として一日も早く被災者の生活が､ 安心､ 安
定出来る対策を取っていただきたい｣､ と手渡されました｡ 麻生知事より ｢大変な災害でありますが､ 
復旧､ 復興支援に全力を挙げて取り組みます｡ 義援金は有意義に活用致します｣ と決意と感謝の言葉

が述べられました｡  
　義援金は２００４年度 ｢福祉募金｣ 県集約分６２７,７１０円 (第６回
理事会承認) 及び地域労福協､ 労金福岡県本部､ 全労済のご
協力によるものであり､ 皆様方に感謝申し上げます｡  
　今回の震災は､ 福岡市､ 前原市､ 博多湾岸､ 警固断層を中
心に被害が多発しました｡ ４月２０日には震度５強の余震も発生
するなど福岡県民として考えも及ばない災害に直面致しました｡ 
これからは､ 防災・ライフライン防衛と救援ボランティア活動な
ど対策が必要です｡ 

「活力ある調和のとれた長寿社会をめざして」 「活力ある調和のとれた長寿社会をめざして」 「活力ある調和のとれた長寿社会をめざして」 
　６月２日（木）・３日（金）に名古屋で開催された「全国研究集会」に
参加した。全国より約３００名が参加。 
　基調講演（１）は、２００７年問題といわれる『団塊の世代の明るい
未来』。いろんな世代があるのに『団塊の世代』と一括りにされて
しまう。これは当の世代だけではなく、年金問題をはじめ様々な分
野で影響が出ることが懸念されているからだが、このベビーブーム
世代が２００７年から、大量退職していくことは以前から分かっていた
ことなのだ。 
　今から問題とすることはおかしい。基調講演の中でもそのような

点が指摘されていた。 
　「団塊の世代」の命名は作家
の堺屋太一氏とのこと。彼は早
くからその問題に気づいていた
のだろう。わが国の経済社会の
基盤を作ってきた労働者が、職
場を離れ新たに、地域において

様々な活動をしていくために、
労働者福祉運動は公助や共助
の立場から、どのようなことがで
きるかが、今後の課題である。 
　基調講演（２）は、『なぜ今、自
然保護なのか』２１世紀の人類
の共通の課題である環境問題
についての提起である。特に地球温暖化防止のための対策は、私
たち人類の生存基盤に関わる重要な課題の一つである。 
　現在、日本各地で自然を守る立場から市民ボランティアと一緒に
なって活動をされている方のいろいろな話を聞き、まず我われが
何をしなければならないのかを、改めて考えさせられた。他人事で
はないのである！！ 
　翌日の分科会でも基調講演（１）（２）に分かれて各々の問題につ
いて活発に討議された。二日間の研修の成果を今後の労福協活動
に、いかに活かしていくかが当面の課題である。 

福岡地域労福協　梅　園枝 福岡地域労福協　梅　園枝 

子育てに一人でなやまず、 介護する人、 される人気軽にお電話ください。 かけてみたら　あんなこと　こんなこと　教えてくれた。  
世の中、 障害があっても、 若者もお年寄りもみんな同じです。 楽しくいきいき生活していくことが大切です。  

 

開 設 日  

Ｔ Ｅ Ｌ  

Ｆ Ａ Ｘ  

北九州エリア(遠賀郡水巻町頃末北)

月～金 9：00～16：00 (祝日開設)

093-202-3039
093-202-3049

福岡エリア(福岡市中央区今川)

月～金 10：00～16：00 (祝日休み)

092-731-1455
092-731-1457

筑紫エリア(春日市春日原北町)

月～金 10：00～16：00 (祝日休み) 

092-593-5370
092-915-0577

筑後エリア(久留米市南町)

月～金 10：00～16：00 (祝日休み)

0942-21-5406
0942-21-5464
0120-412-942地域内 
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★盗難共済金 

お問い合わせ先 お問い合わせ先 

役職名 

会　長 

副会長 

〃 

〃 

事務局長 

理　事 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

監　事 

〃 

氏　　名 

山口　正三 

中村　太良 

舌間　一成 

三好　友則 

伏下　隆一 

　田　幸一 

吉永　武志 

重枝　敏男 

村岡五十次 

西島　忠孝 

佐伯　　衛 

鎌田　　徹 

梅　　園枝 

小柳　啓二 

本田　賢治 

小森　幸雄 

塚本　浩三 

鬼塚　民生 

桑原　政義 

選出団体（役職名） 

連合福岡（会長） 

九州労働金庫福岡県本部（本部長） 

全労済福岡県本部（理事長） 

福岡県住宅生協（理事長代行） 

連合福岡（労福協専従） 

連合福岡（副事務局長） 

九州労働金庫福岡県本部（副本部長） 

全労済福岡県本部（専務理事） 

福岡県生協連（会長理事） 

北九州総合労働会館（専務理事） 

北九州地域労福協（事務局長） 

遠賀川地域労福協（事務局長） 

福岡地域労福協（事務局長） 

北筑後地域労福協（事務局長） 

南筑後地域労福協（事務局長） 

筑紫・甘朝地域労福協（事務局長） 

京築・田川地域労福協（事務局長） 

連合福岡（福教祖・書記長） 

九州労働金庫福岡県本部（業務推進課長） 

役 員 名 簿  役 員 名 簿  
２００５年５月２０日 

2005年度重点課題について  2005年度重点課題について  2005年度重点課題について  

※自然災害共済に加入していれば、盗難保障もあります。 

必ず警察へ通報して下さい 

通貨（1万円以上） 20万円または家財契約共済金額のいずれか低い額 
200万円または家財契約共済金額のいずれか低い額 預貯金証書  

通貨（1万円以上） 
預貯金証書  

台風により建物が一部壊 
（損害額120万円）の被害を受けた場合 

豪雨により床上浸水 
（床面積50％以上 ）35cm

地震により建物が全壊した場合 

460,000円 460,000円 のお支払い 
のお支払い 

最
高 のお支払い 

最
高 

最
高 

最
高 

1,410,000円 1,410,000円 
のお支払い 

のお支払い のお支払い 300,000円 300,000円 約 2,300,000円 2,300,000円 約 

2,000,000円 2,000,000円 8,000,000円 8,000,000円 

「火災共済」に「自然災害共済」をプラスして台風・地震・盗難に 
 備えましょう!!

■お支払い例  ■お支払い例  

台 風 台 風 

火災共済のみの加入の場合 
火災共済／建物250口、家財150口の加入 

火災共済のみの加入の場合 

地 震 地 震 

床上浸水 床上浸水 

火災共済　自然災害共済に加入の場合 火災共済　自然災害共済に加入の場合 

火災共済／建物250口、家財150口  
自然災害共済／建物250口、家財150口の加入 

　県労福協は、中央労福協重点対策課題プロジェクトの検討結果を実践に向け
て取り組みます。 
　さらに、前年度取り組みの課題と反省点を踏まえ、共助を基本に調査、研修
を深め的確な情報発信を行うと共に、連合、事業団体、労福協が協同して福祉
の役割、暮らしの安定、安心、安全を求め、展望ある社会実現のため以下の活
動を重点に据え取り組みます。 

Ⅰ.重点政策課題プロジェクト、検討結果の実践に向けて 
〔１〕福祉事業団体の基盤強化とライフセミナー、生活応援活動の取り組み 
〔２〕中小企業勤労者福祉サービスセンターの充実、再生に向けた取り組み 
〔３〕介護サポートの取り組み 
〔４〕ファミリー・サポート、子育て支援の取り組み 
〔５〕退職者、高齢者との連携と支援について 
 
Ⅱ.政策・制度要求実現に向けて 
〔１〕社会保障制度改善への対応について 
〔２〕勤労者福祉向上に向けた自治体要請の取り組みについて 
〔３〕政策課題について連合福岡議員懇との連携 
〔４〕食の安全確保と自然環境の保全について 
 
Ⅲ.活動の強化・充実に向けて 
〔１〕関係団体との連携・協力体制の強化について 
〔２〕三役会議・理事会をはじめ各種会議の機能的運営について 
〔３〕2005年県民健康増進事業と社会貢献活動の取り組みについて 
〔４〕福岡県労福協「あり方検討委員会」答申に対しての具体的取り組みについて 
 
Ⅳ.その他の取り組みについて 
〔１〕「税務相談ネットワーク」作りの取り組みについて 
〔２〕福岡県生協連と連携し「消費者基本法」の成立を受け、その実行性を確保する取り組みや

環境保全の取り組み 
〔３〕暮らしの安全運動として震災対策の救援ネットワーク作りについて 
〔４〕労働者福祉運動の次代を担うリーダー養成取り組み 

労福協山口会長より 
福岡県知事へ 

　県労福協は２００５年５月２３日県庁において､ 去る３月２０日に発生した ｢福岡県西方沖地震｣ で被災を
受けた県民に対し､ １００万円を義援金として被災地復興支援を目的に福岡県に贈りました｡ 山口会長
より ｢被災を受けた皆様にお見舞申し上げますと共に県として一日も早く被災者の生活が､ 安心､ 安
定出来る対策を取っていただきたい｣､ と手渡されました｡ 麻生知事より ｢大変な災害でありますが､ 
復旧､ 復興支援に全力を挙げて取り組みます｡ 義援金は有意義に活用致します｣ と決意と感謝の言葉

が述べられました｡  
　義援金は２００４年度 ｢福祉募金｣ 県集約分６２７,７１０円 (第６回
理事会承認) 及び地域労福協､ 労金福岡県本部､ 全労済のご
協力によるものであり､ 皆様方に感謝申し上げます｡  
　今回の震災は､ 福岡市､ 前原市､ 博多湾岸､ 警固断層を中
心に被害が多発しました｡ ４月２０日には震度５強の余震も発生
するなど福岡県民として考えも及ばない災害に直面致しました｡ 
これからは､ 防災・ライフライン防衛と救援ボランティア活動な
ど対策が必要です｡ 

「活力ある調和のとれた長寿社会をめざして」 「活力ある調和のとれた長寿社会をめざして」 「活力ある調和のとれた長寿社会をめざして」 
　６月２日（木）・３日（金）に名古屋で開催された「全国研究集会」に
参加した。全国より約３００名が参加。 
　基調講演（１）は、２００７年問題といわれる『団塊の世代の明るい
未来』。いろんな世代があるのに『団塊の世代』と一括りにされて
しまう。これは当の世代だけではなく、年金問題をはじめ様々な分
野で影響が出ることが懸念されているからだが、このベビーブーム
世代が２００７年から、大量退職していくことは以前から分かっていた
ことなのだ。 
　今から問題とすることはおかしい。基調講演の中でもそのような

点が指摘されていた。 
　「団塊の世代」の命名は作家
の堺屋太一氏とのこと。彼は早
くからその問題に気づいていた
のだろう。わが国の経済社会の
基盤を作ってきた労働者が、職
場を離れ新たに、地域において

様々な活動をしていくために、
労働者福祉運動は公助や共助
の立場から、どのようなことがで
きるかが、今後の課題である。 
　基調講演（２）は、『なぜ今、自
然保護なのか』２１世紀の人類
の共通の課題である環境問題
についての提起である。特に地球温暖化防止のための対策は、私
たち人類の生存基盤に関わる重要な課題の一つである。 
　現在、日本各地で自然を守る立場から市民ボランティアと一緒に
なって活動をされている方のいろいろな話を聞き、まず我われが
何をしなければならないのかを、改めて考えさせられた。他人事で
はないのである！！ 
　翌日の分科会でも基調講演（１）（２）に分かれて各々の問題につ
いて活発に討議された。二日間の研修の成果を今後の労福協活動
に、いかに活かしていくかが当面の課題である。 

福岡地域労福協　梅　園枝 福岡地域労福協　梅　園枝 

子育てに一人でなやまず、 介護する人、 される人気軽にお電話ください。 かけてみたら　あんなこと　こんなこと　教えてくれた。  
世の中、 障害があっても、 若者もお年寄りもみんな同じです。 楽しくいきいき生活していくことが大切です。  

 

開 設 日  

Ｔ Ｅ Ｌ  

Ｆ Ａ Ｘ  

北九州エリア(遠賀郡水巻町頃末北)

月～金 9：00～16：00 (祝日開設)

093-202-3039
093-202-3049

福岡エリア(福岡市中央区今川)

月～金 10：00～16：00 (祝日休み)

092-731-1455
092-731-1457

筑紫エリア(春日市春日原北町)

月～金 10：00～16：00 (祝日休み) 

092-593-5370
092-915-0577

筑後エリア(久留米市南町)

月～金 10：00～16：00 (祝日休み)

0942-21-5406
0942-21-5464
0120-412-942地域内 
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｢ゆとりある福祉社会｣ 

Vol.８０ 

加 盟 団 体 
北九州地域労福協／遠賀川地域労福協／福岡地域労福協／北筑後地域労福協／南筑後地域労福協／筑紫・甘朝地域労福協 
京築・田川地域労福協／連合福岡／九州労働金庫福岡県本部／全労済／住宅生協／生協連／真鶴会館 

｢ゆとりある福祉社会｣ ｢ゆとりある福祉社会｣ ｢ゆとりある福祉社会｣ 

第42回通常総会を開催 第42回通常総会を開催 第42回通常総会を開催 第42回通常総会を開催 

　福岡県労福協は２００５年５月２０日 (金) 第４２回通常総会を全労

済モルティ天神ビルにおいて開催しました｡  

　会員構成員数５０名のうち４２名が出席し､ ２００４年度活動報告

並びに決算の承認､ ２００５年度活動方針､ 予算案等が満場一致で

決定されました｡  

　総会は舌間副会長の挨拶で開会し､ 議長に荒金英夫代議員 (連

合福岡) を選出して始まりました｡  

　山口会長は代表挨拶の中で ｢県労福協としては､ 職場､ 地域

の安心・安定・安全をめざして運動を進めています｡ こうした中で

今年度はスローガンに反する出来事が数多く発生しました｡ 台風､ 

水害､ 新潟中越地震､ ３月２０日まさかの発生だった 『福岡県西方

沖地震』､ 相次ぐ大事故など､ 安心､ 安全がおびやかされる歴史

的にも大変な年でした｡  

　また今年度は新たに三つの事業に取り組みました｡ 『クレ・サラ無料法律相談』 開設､ 勤労者の 『生涯生活設計サポート講

座』 の開講､ そしてグリーンコープ生協福岡・北九州の協力による 『ふくし情報でんわ』 の共同利用の開始です｡ さらに､ 新

たな提言として 『福岡県労福協のあり方検討委員会答申』 や九州ブロックにおける 『労働者福祉運動の強化と発展のため

に』 等がなされました｡ これらは今後どう実現するかが重要であり､ このことが私達の生活の安心・安定・安全を守ることだと

考えます｡ 会員皆様のご協力を得て運動を発展させたい｡｣ と述べました｡  

　その後､ 各界からのご来賓を代表して福岡県稗田副知事､ 福岡市三上市民局生活文化部課長､ 北九州市萩野産業学術振興

局課長､ 福退連碓田会長より､ 連帯と激励のご挨拶をいただきました｡ 最後に各方面からのメッセージ等が紹介され議事に入

りました｡  

　議事は､ ２００４年度の三つの新しい事業と ｢あり方検討委員会から

の答申｣ についての報告､ 会計・監査報告がなされました｡ ２００５年度

活動方針では､ 九州ブロック台での ｢福祉事業団体強化｣ ｢福祉ネット

ワーク強化発展｣ に向けての取り組み､ 地域労福協の運動充実に向

けての取り組み､ 運動に対する予算案､ 定款の一部変更に関する件

の提案がなされました｡ また役員について､ 会員組織の役員交代に

より４名の方が本総会での追認を求めました｡ 各議案については満場

一致で承認決定されました｡  

　第４２回通常総会は､ 中村副会長の閉会の辞をもって盛会裡のうち

に終了致しました｡ 

労福協､ 連合､ 福祉事業団体が連携をより強化し､ 

を作ろう 

な 安心・安定・安全 安心・安定・安全 

住宅ローン、フリーローン、 
教育ローン、カーライフローン、 
カードローン（マイプラン） 

安心のろうきんローン 
住宅ローン,   フリーローン,  
教育ローン,   カーライフローン, 
カードローン（マイプラン） 

●ホームページアドレス 

●ボーナスはろうきんへ 

九州労働金庫福岡県本部 
（092）714－7143

http://kyushu.rokin.or.jp/

安心のろうきんローン 家族と住まいに大きな安心。 
セット加入で頼れる保障。 

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済 
事業を営み、組合員の皆様の安心とゆとりある暮ら 
しをめざしています。すでに組合員は全国で1,390万人。 
出資金をお支払いいただいて各都道府県生協の 
組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。 

全国労働者共済生活協同組合連合会 

全労済福岡県本部 
ＴＥＬ 092－739－6100

（福岡県労働者共済生活協同組合） 

http:    www.zenrosai.or. jp// 
インターネットホームページアドレス 

保障のことなら 

宝泉寺温泉　季の郷「山の湯」 

〒879-4723 
大分県玖珠郡九重町宝泉寺温泉 

TEL（0973） 78 - 8111〈代表〉 FAX（0973） 78 - 9653 Ｈ　　Ｐ http://www.yamanoyu-k.jp/ 
Ｅメール info＠yamanoyu-k.jp

1泊2食 
消費税込・ 
入湯税150円別 

平 日  
休 日 前  

11,550円～ 
13,650円～ 

10,500円～ 
12,600円～ 

一般価格 会員価格 

湯上がりミニ缶ビールサービス 

※2名様以上1室利用料金です｡  
※1名様利用の場合は､ 別途ルームチ
ャージ料金（3,500円）が必要です｡ 
※プランの詳細は､ ご確認下さ
い｡   

ろうふく協ライフサポートカード｢割り引き契約施設｣追加のお知らせ 
 




